
国民を犠牲　多国籍企業を優遇
公
約
と
国
会
決
議
へ
の
違
反
は
あ
き
ら
か

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」
と
い
う
自

民
党
の
公
約
に
真
っ
向
か
ら
反
し
ま
す
。「（
重
要
農
産

物
で
）
無
傷
な
も
の
は
な
い
」
と
農
水
大
臣
が
答
弁
す

る
よ
う
に
、「
重
要
農
産
物
は
除
外
」
と
す
る
国
会
決

議
に
も
明
確
に
反
し
ま
す
。

　

ま
し
て
、
交
渉
経
過
を
一
切
明
ら
か
に
せ
ず
、「
黒

塗
り
資
料
」
で
国
会
と
国
民
を
欺
い
た
ま
ま
で
の
批

准
な
ど
論
外
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
定

は
24
分
野
に
関
わ
り
、
そ
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

及
び
ま
す
。
多
国
籍
企
業
の
利
益
拡
大
の
じ
ゃ
ま
に
な

る
仕
組
み
や
ル
ー
ル
は
『
非
関
税
障
壁
』
と
し
て
撤
廃

さ
れ
ま
す
。国
民
に
と
って
百
害
あ
って一利
な
し
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
百
害
あ
っ
て一利
な
し
」

●
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
が
危
う
く
な

り
、
食
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

●
医
薬
品
の
価
格
が
高
く
な
り
、
医
療
保
険
制

度
が
危
う
く
な
り
ま
す
。

●
保
険
や
共
済
の
分
野
に
ア
メ
リ
カ
企
業
の
参

入
を
許
し
、
支
配
さ
れ
ま
す
。

●
外
国
の
安
い
製
品

や
労
働
力
が
入

り
、
仕
事
や
雇
用

が
奪
わ
れ
ま
す
。

●
国
有
企
業
や
自
治
体
の
仕
事
が
多
国
籍
企
業

に
開
放
さ
れ
ま
す
。

外
国
企
業
に
よ
る
内
政
干
渉
に
道

　

外
国
企
業
が
、
進
出
先
の
政
府
な
ど
の
政
策
で
損
害
を
被
っ
た

と
判
断
す
れ
ば
国
際
仲
裁
機
関
に
訴
え
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き

る

│
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
外
国
企
業
の
投
資

利
益
を
最
大
の
基
準
と
し
、
暮
ら
し
や
環
境
を
守
る
ル
ー
ル
を
ね
じ

曲
げ
、
国
家
主
権
を
あ
か
ら
さ
ま
に
侵
害
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

米
大
統
領
選
挙
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連

携
協
定
）
に
反
対
し
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が

当
選
、
オ
バ
マ
大
統
領
も
任
期
中
の
批
准

を
断
念
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
が
見
通
せ
な
い
事

態
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
倍
政
権
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
と
関
連
法
案
の
審
議
を
急

ぐ
と
は…

。
文
字
通
り
「
世
界
の
物
笑
い
」

で
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

「最悪の協定」
（ノーベル賞学者）

　ノーベル経済学賞
を受賞

したアメリカの経済
学者ス

ティグリッツ氏は、
3 月に

来日した際、「TPP
は最悪

の協定。特定集団の
ための

『管理された』貿易
協定だ」

と厳しく批判してい
ます。

©カクサン部！

次
期
米
大
統
領　
「
離
脱
」の
ト
ラ
ン
プ
氏　
発
効
の
見
込
み
な
し

Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
や
め
よ

　
い
ま
の
「
自
由
貿
易
」
は
、
多
国
籍
企

業
の
も
う
け
を
最
大
化
す
る
た
め
の
も
の

で
、
各
国
で
格
差
と
貧
困
を
広
げ
、
国
民

の
利
益
を
損
な
って
い
ま
す
。
必
要
な
の
は
、

各
国
の
経
済
主
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
平

等
・
互
恵
の
貿
易
の
投
資
の
ル
ー
ル
づ
く
り

で
す
。

平
等
・
互
恵
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を


